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子どもを思いやる街,世田谷 
産業能率大学 経営学部 田中彰夫ゼミ 

Ｂグループ 

 

私たちの提案は、大学生が中心になり行政と協力することで“子どもたちが自由に遊べる空間を提供する”こと

である。まず私たちは、子どもたち向けを中心にイベントを開催している「世田谷プレーパーク」に取材に行き、

子どもたちの遊びの現状について調査した。その結果、現在の子供たちは、“自由に遊べる空間や機会が少ない”、“世

田谷には子育てに興味がある人が多い”という現状を知ることができた。次に、世田谷区における待機児童問題に

ついて調べた。 

こうしたことを背景に、私たちは、大学生が中心になり、子供たちが楽しめる空間・時間をつくることで、子供

たちが活発になり世田谷区がより盛り上がるようにしたいと考えた。その際に、子どもが“やってみたい”と考え

ていることを実現してあげれば子どもたちは楽しめると考え、私たち大学生が中心になり“子どもの叶えたい夢の

実現”を目指したイベントの開催を提案することになった。 

重要なことは、こうした活動を一回限りのイベントで終わらせてはいけないことだ。イベントに参加した子供た

ちが大学生になった時に、自分がしてもらったようなイベントを自分でも開催したいと思ってくれることが大切で

ある。また仕事や結婚などの都合により世田谷区からいったんは離れても、自分の育った街である世田谷区に戻っ

た際には、このプロジェクトに関与したいと思えるようなプロジェクトでありたい。さらに、高齢者になっても孫

と一緒に参加したいと思えるようなプロジェクトであれば、幅広い年代層がこのプロジェクトに関わるようになる。

そうすることで、世田谷区が一体となるプロジェクトができあがると考えた。私たちは、世田谷区の今後のありよ

うを人生のサイクルとマッチさせ、サイクルの繰り返しにより世田谷の街を盛り上げたいと考えている。このサイ

クルを永続的に継続することで、世田谷区が常に活性化している状態でありつづけられると考える。 
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